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              ζ背景・目的】
 ヒトの脊柱の蛮曲は年齢とともに変化 し, かっ個人差がある。 1889 年に Staffe1 が姿勢を正常,
 円背, 凹円背, 平背, 凹背, 亀背の6っに分類した。 1984 年に竹光らはStaffel 分類にあてはま
 らない姿勢異常が散見されると報告 し, 加齢変化により腰椎が後弯化 した姿勢異常を腰部変性後
 弯 (LDK) として報告した。 LDK は他の姿勢変化と比較して慢性腰痛の生じる頻度が高いこと
 が報告されている。 LDK の原因として変性による椎間板腔の狭小化に加えて, 背筋の脂肪変性
 と萎縮が挙げられている。 しか し, これまでに大腰筋と姿勢異常との関連についての報告はない。
 本研究の目的は, 若年成人と中高年者それぞれの脊柱蛮曲を比較すること, さらに腰椎後弯化
 における大腰筋の役割 を明 らかにすることであ る。
              【対 象】
 若年成人女性 120 人と中高年女性 250 人を対象とした。 姿勢分類の方法として, Staffe1 の分
 類と竹光の LDK の分類に重複があることから, 先ず中高年者の中から LDK 例を選び出して
 LDK 群と し, さらに LDK 群を竹光らの分類に従い細分類した。 LDK 群以外の姿勢異常の例は
 Staffe1 の分類に従って分けた。
              【方 法】
 1. 腰椎蛮曲と仙椎傾斜:被検者の腰椎蛮曲の変化を比較するために各種前蛮角及び仙椎傾斜角
 の計測を行った。
 2. 大腰筋の重心:L5 椎体に対する大腰筋の機能的な位置変化を調べる目的で左右の大腰筋の
 重心の位置を求めた。
 3. 筋の CT 値:quan七itative CT 法を使用して左右大腰筋と背筋の補正 CT 値を計測した。
 4. 大腰筋の体積:MRI 横断像で左右大腰筋の輪郭をデジタイザーでトレース し, コンピュー
 ターへ入力 して体積を求めた。
 5. 大腰筋の三次元的走行角度:左右大腰筋と脊柱をトレース した輪郭をもとに, 大腰筋の走行
 線を求めた。 さらに, TH12 と L4 を結んだ基準線と大腰筋の走行線のなす角をθとした。 また,
 大腰筋の起始部の重心点と L5-S1 の椎間板の中央の点を結んだ基準線と大腰筋の走行線のなす角
 をθ'と し, これをもとに大腰筋の腰椎に対する作用線をベクトル表示した。 特に, 腰椎を前屈
 させる方向のベクトル成分を Ffh、 とした。
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               【結 果】
 1. 腰椎蛮曲:下位腰椎前蛮角は LDK 群で 0.7±9.0。 と中高年者正常群の 25.8±6.1。 と比べて有
 意に低下していた (p<0.001)。 LDK 群の中では, type I, H, 皿の順に減少していたが, type
 IV は type 皿より も大きかった。
 2. 大腰筋の重心の位置:大腰筋の重心の前方位置は若年成人群と比べて中高年者正常群で 5.2
 ±7.9mm, LDK 群で 9.3±9.h皿と前方へ有意に偏位していた (p<0.001)。 LDK 群の中では type
 I, 且, 皿の順に大腰筋が前方への偏位を増していた占 特に type Iと type 皿の間に有意差が認
 められた (p〈0.001)。
 3. 筋の CT 値:若年成人群で大腰筋が 7L9±8.1, 背筋が69.4±8.6, 中高年者正常群で大腰筋
 が 57.4±9.7, 背筋が46.4±15.2 であり両筋の間に有意差は認められなかった。 しか し, LDK 群
 では大腰筋が54.8±10.0, 背筋が17、3±26.3, 凹円背群では大腰筋が60.5±12.1, 背筋が 25.8±
 18.2 であり, 両群ともに両筋の間に有意差が認められた (p<0.001)。
 4. 大腰筋の体積: 中高年者の各群の大腰筋の体積 はいずれも若年成人群に比べて有意に小さかっ
 た (p<0.001)。 中高年者の各群の間では有意差は認められなかった。
 5. 大腰筋の走行角度:大腰筋の走行角度 (θ) は LDK 群が 19.9±6.2。であり, 他の各群との
 間に有意な差が認められた (p<0.001)。 θ' は若年成人群, 凹円背群, 中高年者正常群, LDK
 群の順に L5±1.9。, 7.8±6.1。, 14.1±4.7。, 19.o土7.1。と有意に大きくなっていた (p<o、ol)。
 平均 F・b・ は中高年者正常群のそれと比べて凹円背群が 0.6 倍, LDK 群が 1・4 倍であった。
               【結 論】
 本研究で以下のことが明 らかになった。 LDKでは, 大腰筋は腰椎の後弯化が進むにつれて腰
 椎に対し前方へ偏位 し, 一方, LDKでは背筋のみ脂肪変性していた。 これにより, 大腰筋の¥
 腰椎に対する走行角度が大きくなっていた。 すなわち, 大腰筋は腰椎を前屈するように作用して
 いた。 以上より, LDK の発生と進行の機序は先ず腰椎椎間板変性の結果として腰椎後弯化が始




 かつて農業人口が七, 八割を占め, 十分に機械化が進んでいなかった時代, 農家の年寄りのほ
 とん どは腰が曲がり, 杖をついていたものであった。 その腰曲がりは若いころ働きものであった
 ことの証であった。 ところが, 腰曲がりは欧米では余りみられない。 その欧米から近代医学の思
 想と手法を導入 した日本の整形外科学は腰曲がりに目を向けることなく腰痛の研究を発展させて
 きた。 しか し, 田植えや稲刈りが機械化された現代においても, 苺栽培や野菜作りは相変わらず
 こごみ仕事が作業の中心をな している。 男性が農協勤めや トラック運転手といった農業離れで収
 入を得ている場合, 勢い主婦に農作業が委ねられている。 ひどい腰曲がりが少なくなったとはい
 え, 軽症を入れればなお多い。 農作業様式の改善を通 した身体的負担の軽減による農業人口の確
 保は近未来の日本における重大課題となろう。
 筆者は, そこで, 腰曲がり (腰部変性後彎症, LDK) の発生, 進行機序を解き明かすべく本
 研究を行った。 対象は若年成人女性 120 人と中高年女性 250 人で, それらの肉眼で見た脊柱彎曲
 を Staffe1 の分類で大別 し, さらに LDK 群を竹光の分類により細分した。 方法として, ① 腰椎
 前彎角, 仙椎傾斜角を計測 し, ② 大腰筋の重心を求め, ③ QCT より大腰筋と背筋の補正 CT 値
 を比較 し, ④ MRI により大腰筋の体積を求め, ⑤ MRI により脊柱と大腰筋の輪郭を三次元的
 に再構築して, 大腰筋の走行を求めた。
 その結果, 次の所見が得られた。 ① LDK 群の腰椎前彎角と仙椎傾斜角は若年成人 他の中高
 年者のそれらと比べて有意に小さかった。 ② LDK群では, 大腰筋が腰椎椎体から有意に前方に
 離れて偏位していた。 ③ 補正 CT 値でみて, LDK 群の大腰筋は正常であったが, 背筋は脂肪変
 性に陥っていた。 ④ 大腰筋の体積は若年成人に比べ中高年者で小さくなっていたが, 中高年者
 の中では有意差がみられなかった。 ⑤ 大腰筋の脊柱に対する走行角度は LDK 群, 特に Type 皿
 の胸椎前彎化を伴う高度腰椎後轡型で有意に大きく, 脊柱を前方に倒そうとするベク トル成分
 FrI。. は, 中高年正常群の 1.9倍であった。 これらの所見より, LDK は腰椎の椎間板変性の結果
 として生じた後彎化で, 大腰筋が前方へ偏位し, 背筋の脂肪変性と相俟って腰椎の一層の後彎化
 をもたらして悪循環をなす, と結論された。
 以上, 本研究は, 大腰筋に初めて注目 し, その腰曲がりの進行における役割を明らかにしたも
 ので, 学位授与に十分値する。
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